
データベース管理によるデンティストネットワ ー ク

はじめに

今日の話はデー タに基づいたマネ ージメントと
いうものがどういうものであるか、 そのアウトラ
インを紹介して参りたいと思います。私たちが今
行っている診療の形態というのは、 ほぼその基盤
となるシステムは今世紀の初めに組み立てられ
て、 それがずっと今世紀末まで続いてきていると
いえます。現在は新しいテクノロジーがどんどん
進歩してきていることから、 次世紀に向けて新し
いアプロー チが、 受診者に対しても提供されるよ
うになると思います。今後は私たちの診療内容と
いうものが、 よりハッキリとしたデー タによって
実績が示される、 また責任もより明らかになる時
代になってくると思います。このような新しいシ
ステムが進んでいく過渡期にはいろいろな変化が
起きてきますので、 私たちにとって不安定要素も
あるわけです。それで私たちは全体として非常に
刺激に満ちた興味深い時代に生きていると思いま
す。新しい状況が展開している時には耳慣れない
新しい言葉もでてきますし、 なかなかその現状を
把握しにくいものですが、 できるだけその内容を
今から説明していきたいと思います。

インフォ ー ムドコンセント

Dr. スミスが昨年来日しましてセミナ ーを行っ
たときにご出席になった方は手を挙げていただけ
ますか？ スミス先生は弁護士であり、 歯科医で
あるという変わった経歴の持ち主の方で、 とくに
にインフォ ームドコンセントについてのお話があ
りました。

少なくとも英語を話す国， あるいは会議におい
てはInformed consentやOutcome managementなど
の新しい言葉が台頭してきていまして頻繁に使わ
れるようになっています。このような新しくでき
た言葉というのは、 現在医療の世界で起きつつあ
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る変化を反映していると思われます。
毎年、 私はアメリカヘ行きますが、 先日行きま

した時にも歯科関係のミーティングだけではなく
医療全体の医科と歯科との両方のミー ティングに
出席するようにしています。

とくに近頃はインフォマティックスの進歩が著
しく、 今までどちらかといえば、 分かれてきた歯
科と医科を統合しようとする動きがありますの
で、 両方のミーティングでこういう言葉が頻繁に
使われるのを見聞きしています。

先ほども申しましたが、 スミス先生は弁護士で
あり、 歯科医であり、 教育者であるということか
ら法律的な枠組みと歯科医療のあり方の関連にと
くに興味を持っておられる方でした。今まで医療
供給者が歯科治療あるいは医科の治療を行う場合
には、 自分がやろうとしていること、 あるいは意
図が自然に患者さんへ伝わっているものという前
提で進めてきましたが、 現状では決してそういう
ことはありません。受診者には十分な情報が伝わ
っていません。そこでインフォ ームドコンセン
ト、 つまり情報に基づく同意というものの重要性

がこの頃強調されるようになってきました。
昨今、 非常に人気を呼んでいる言葉にアウトカ

ムマネ ージメントという言葉があります。アウト



カムというのは直訳すれば「結果」、 長期的な効
果あるいは一つの治療行為が及ぼす波及的効果な
いし結果というような意味です。 これはどういう
ことかといいますと、 たとえば非常に似た町が隣
合わせに存在しているとしまして、 この二つの町
の中でどういう治療が行われているか、 そのパタ
ーンを調べると、 全体的な環境が非常に似ている
のに、 一つの町の方が女性の子宮摘出処置を受け
ている人が圧倒的に多いというようなびっくりす
るような治療バター ンの違いが見つかることがあ
ります。 一体それがどういうことからきているの
か、 治療パターンが健康に及ぼす影響などを見て
いくのがこのアウトカムマネ ー ジメントの一例で
す。

もう一つはクオリティアシュアランス、 これは
品質の保証というように考えていいと思います。
これも現在は重要視されてきまして、 アメリカ歯
科医師会では大人数のスタッフがこの歯科医療の
質の保証のためにいろいろなプログラムを設定し
ています。

LAN, VAN 
LAN, VANという言葉も頻繁に情報管理の

方で出てきます。 聞いたことがあり、 どういう意
味か知っている方は手を上げてください。 LAN
とは何の略ですか？

このような略称はとくにインフォマティックス
の分野ではいろいろと使われていまして、 近い将
来は恐らくほとんどの歯科医院でLANといわれ
るネットワ ー クでつながることになると思いま
す。

LANというのはLocal Area Networkの頭文
字 を とったものです。 それからVANの方は
Value Added Network—付加価値をつけたネットワ
ー クという意味です。 いずれもコンピュ ー タ ーの
分野で使われています。

ご自分の歯科医院でコンピュー タ ーをどういう
タイプのものであれ使われている方は手を挙げて
ください。 とても多くの方がすでにお使いになっ
ていますネ。 一旦コンピュー タ ーが歯科医療に入
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りますと、 コンピュ ー ター を使いだすことによっ
てマネ ー ジメントそのものに対する考え方、 発想
が大きく変わってくると思います。 そういう意味
で使っておられるものと使っておられないのとで
はマネ ー ジメントそのものに対するイメー ジがか
なり違っているのではないかと思います。

時間管理にコンピュー ターを使用されている方
は手を挙げてください。 7人の方が時間管理、 つ
まり患者さんがアポイントをとったりする時間管
理に使っておられます。 会計処理だけにコンピュ
ー ターを使っておられる先生は？

1人手が挙がりました。 保険の請求のためです
か？ 現在日本でコンピュー ターを使ってお られ
る大半の方は会計の中でもその一部である保険請
求業務のために使ってお られると思います。

それでは、 時間の処理とか時間管理と会計処理
の両方のためにコンピュー ターを使っている、 す
なわち両方の機能をもつものを使っておられる方
は？ 5名です。

時間の管理と財政管理というのは両方互いに相
関していて、 また時間の効率のよい使い方、 管理
によって収入を上げる、 経済効率を上げるという
ことも可能になりますので、 この両方の関係とい
うのは先生方にとって一番身近かな興味の対象だ
と思います。

患者の情報管理にコンピュー ターを使っておら
れる先生は手を挙げてください。 7人の手が上が
りました。

pdといいう言葉は皆さんお馴染になっている
と思いますが、 まだ聞きなれない初めて聞いた方
はおられますか？

治療の管理というのは固有感覚に基づく演繹
に、 すなわ ちpdに基づく条件が基盤になります
から、 コンピュー ターを使う分野としては一番考
えにくい分野だと思います。 SIインデックスな
らびにそれと同じゼロの概念に基づいた解剖学の
方の数字による表現というのが、 患者の情報管理
の基盤になっています。 そういった方法で表示す
るというのが、 患者の情報管理の基盤になってい
ます。 そういった方法で表示することによって時



間の管理のデー タあるいは会計管理デー タとつな
ぐこともできますし、 また治療の管理との関係を
もたせることができます。

マネ ー ジメントの要素の中の診療環境セッティ
ングやその中で行われる活動については、 今まで
系統的にデー タを集めてそれを報告する機会がな
かったと思いますが、 今日午後初めてそのデー タ
の報告があります。これは主に診療所の中のすべ
てのスタッフの方、 衛生士、 先生、 それから患者
さんがいろいろな場で出会って診療活動が行われ
ていますが、 その中でセッティングの条件がどの
ように対人関係に影響を及ぼしているかというよ
うなことをみるデータです。日常の診療活動の管
理に非常に重要な部分で今日の発表を聞かれて皆
さんのご意見をお伺いしたいと思います。このデ
ー タを収集してコンピュ ー ターに入れる場合、 と
くに大切なことは、 どのようなロジックに基づい
てデータベースができているかということでデー

タを収集する前にもそういったコンピュー ターの
根本的なロジックが反映されたものでなければな
りません。そういう意味で今日の午後の発表を楽
しみにしています。

現在のところ歯科医院にいろいろなコンピュー

ターが入ってますが、 まだこのデータをLANで
結んでいるケ ースというのは一例もないと思いま
す。

コンピュ ー タ ーといいますと、 まず最初に頭に

浮かぶのがこのキ ー ボー ドです。大きなキ ー ボー

ドとディスプレ ーの画面です。これがイメージに
浮かぶと思います。それから本体、 プラ ックポッ
クス、 魔法のようにいろんなデータが出てきたり
入力されたりする本体、 それが一般の人がもって
いるコンピューターのイメージでしょう。

コンピューターというと座ってキ ー ボードに必
死に何かを打ち込んで、 それから前の画面を見る
という形を実際今までとられてきました。十分に
訓練を積んだ人が情報の入力出力をその画面にす
べての精神を集中して行うという状態でしたしそ
れがイメージでした。

今までのコンピューターの開発段階でそういう
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機械工学の専門家が、 コンピューターを開発し、
またそれを使用する人もそういう専門家が多かっ
たものですか ら、 どうしてもコンピュー ターとい
う機械が主役の場になっていました。私たちのイ
メー ジの中で、 対人関係が主をなす人間が主役で
ある場で、 だれか別の人に注意を向けながら同時
にその脇で邪魔にならないようにしてコンピュー

ターにデータが入力されるというような発想はな
かったと思います。幸いにもコンピュー ターは段
々小型化して参りました。本体はどこかにおいて
あるにしても、 人間の目に触れる部分は重量もサ
イズも小さくなってきました。それからディスプ
レ ーと本体を切り離して使うことができるように
なりました。まだ実用段階にはなっていません
が、 音声入力が徐々に進んできました。コンピュ
ー ターが十分に小さくなり、 人と人の関係に邪魔
にならない状態ですと、 別の人間に対する注意を
損なうことなくデー タを同時に入れることも可能
になってきました。いずれは治療エリア全部にコ
ンピュ ー ターが設置されることになります。 ドク
ターも歯科衛生士も自分の治療エリアに一台端末
機を持つことになるでしょう。受付員のところに
もコンピュー ターがありまと、 OMUで6台とい
うことになります。ディスプレ ーは少なくとも6
台ということになります。

受付員が患者さんのスケジュールについての情
報を得ると、 それが自動的に治療エリアに転送さ
れます。紙に書いてそれを知らせる人がなくなり
ます。画面に自動的に治療エリアに出るようにな
ります。今までに一つのエリアと呼んでいます
が、 一つの診療所、 診療組織の中でコンピュータ
ー の端末機を繋いで情報のやり取りをすること
が、 簡単にいえばLANの仕組みです。

端末機が6台ある場合では、 端末6台のLAN
と呼びます。治療エリア、 受付エリアそれぞれに
ター ミナル端末が設置されているLANのシステ
ムだとしますと、 受付のところには端末だけでは
なくサ ー バーと呼ばれる機械を置いてプリントア
ウトしてくる、 またいろいろなデータがそこに集
まってくるというような体制をとる場合もありま



す。

先生方の中には コ ンサルテー ションを行う情報
エリア(me 2)にも端末機が欲しいといわれる方も
おられるでしょう。そうすると、 OMUには情報
エリアが三つあります。そうすると、 端末機はさ

らに3台ということになります。それから技工士

のエリアにも必要になるかも知れません。OMU

に10台が最大限になるかも知れません。 ミニマム
の型としては受付のエリアと治療のエリアを結ぶ
だけの LANということになるでしょう。またそ

れが用途の中で一番価値が高いことだといえると
思います。これからもし LANという言葉を聞か

れたらどういう意味かということがわかると思い

ますが、 コ ンピュ ーター が1台あるだけではネッ

トワ ークになりませんから、 LANではありませ

ん。
いわゆる多国籍企業といわれる大企業は、 この

LAN を世界的に伸ばして、 世界のいろいろな拠
点を結ぷ巨大な コ ンピュ ー ターのネットワ ークを

持っています。
VANというのは、 先ほど申しましたように、

付加価値の付いたネットワ ーク(VAlue Added Net 
work) で、 これも段々普及してきてこのヘルスネ

ットといわれる受診者用のカー ドは高松だけでは
なく、 あと二、 三使っておられる先生がおられる

とのことですが、 証明番号が数字でそれぞれの患

者さんに与えられていますが、 これはグロ ーパル

な証明番号です。 LAN のネットワ ークを引いて

おられる歯科医院で、 しかもグロ ー バルな VAN

につながっているところではこのカー ドを持って

来る患者さんが、 そのグロ ー バルな世界全体のネ

ットワ ー クに入っている患者さんという位置付け

になります。
少し話が変わりますが、 アシスタントが辞めて

いく回転率が3年より長いという診療所の方は手
を挙げてください。3年以上は少なくともアシス
タントの方が勤めてくれるというところです。現
在は一般的にどの業界でも人手不足が問題になっ
ていますが、 仕事に就きたい一人の人間に対して
数種類の求人があるという状態になっているそう
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です。このようなこともデータを比較してOMU

の先生方の現在の状況は一般的な状況からみる

と、 非常に恵まれた条件にあると思われますが、
いずれにしてもこのグロ ー バルなVAN というの

はどこか1か所センター に、 それがニュ ー ヨ ーク

であってもジュネー プであっても東京であっても
巨大な コ ンピューターが置いてあって、 そこに毎

晩日常のデータが転送することができる、 そして

そのセンターからの情報もそれぞれの診療所、 ネ
ットワ ークに入っている組織に提供されるという

形のものですから、 マネー ジメントの上のさまざ

まな問題についてもデータをもとにした解決策を

見いだすことができるという訳です。

以上新しい言葉がどんどん使われるようになっ

てきており、 それが私たちの状況の変化を反映し

ているものだという意味で以上簡単に説明いたし
ました。

第2点としてジョン ウィッテンストロ ーム先

生のことをご存じの方は手を挙げていただけます

か？ ジョン先生はまだお若い方ですが、 ミネソ

タのミネアポリスにあります、 HPI研究所の支

部のディレクターとして活躍してくださっており
ます。先生は歯学部に行かれる前に コ ンピュ ータ

ー関係の勉強も沢山されました。アメリカにはア

メリカのすべての歯科大学、 歯学部の入っている

アソシェーションがあります。アメリカン アソ

シエーション ・ オプ ・ デンタルスクールの略です

が、 AADS と呼ばれる組織があります。
この組織にインフォマティックスの標準化を図

るためにの委員会がありまして、 今回ジョン先生

が委員長に任命されました。私たちとしては非常

によいニュースです。今後私たちのシステムをア

メリカで普及させていく上においてよい足場がで
きたと思っています。

アメリカ歯科医師会の中には、 これに匹敵する
ような情報管理（インフォマティックス）の標準
化を進める委員会がありませんので、 このAAD

S の委員会がAD A (American Dental Associa

tion)に対しても十分連携を保って仕事をしてい

き、 また影響を及ぼすことになると思います。



現在アメリカでは、 そのデー タの標準化を扱う

場合に、 それが世界のデー タなのか、 あるいは国
内のデー タなのかということで、 区別をしなけれ
ばならないという認識が高まってきています。一
つのスタンダー ドを確立する前にも、 世界に適応
するスタンダー ドなのか、 あるいはアメリカ国内

だけのものなのかということで区別をするように
なってきています。日本国内には厚生省、 文部省
などがそれぞれの分野でのスタンダー ドを標準化
する作業をしてきているでしょうし、 そのような
組織があると思います。これから私たちは、 ネ ッ
トワ ー クとしていろいろなデー タを収集したり、
またスタ ンダードを考えていく場合に、 一つの国
だけの標準であっていいのかという問題提起をし
ていきたいと考えています。

デー タをベー スに したマネ ー ジメント
parl, 2, 3の関連について考えていきます

が、 par 1はどういうものであるか、 かなりはっ
きりしていると思います。世界的なデー タのネ ッ
トワ ー クの中で取り扱われる、 治療の長期的効
果、 長期的な結果を扱うデー タです。たとえば歯
科材料の新しいものが出てきた場合、 従来のもの
よりいいのか、 悪いのか、 どういう影響が出てく
るのか、 そういう長期的効果、 ないし結果のマネ
ージメントのためのデー タといえます。

日常の診療の管理の中では、 最も身近に関係が
あるデータというのをpar 2デー タで示していま
した。時間の管理、 会計管理、 そしてセッティン
グ、 環境や活動も管理、 これらはすべてpar 2で
網羅されてきました。これからは広くこのparデ
ー タを世界的に普及させていく上で、 今までの
par 2とpar 3をひっくり返した方がいいのでは
ないかという検討がなされています。つまり今ま
でpar 2と呼んできたものはpar 3にした方がい
いのではないかと思います。

par I 診療活動を評価する尺度としての、ヘルスケア ー のニ ー ズ

および受容の長期的変化
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par 3 診療行為とセッティング（環境）の関係についての即時

および定期的なモニタ ー ／監査

par 3. l(F,に相当） ＝治療直後結果の質に関するデータ

par 3. 2(F，に相当） ＝バフォ ー マンスの条件や方法人間

の出会いの条件等に関するデータ

par 3. 3(F,に相当） ＝環境の質に関するデー タ

もともとこのpar l, 2, 3の順序を決めまし
たときには、 デー タの評価やその収集を行う前の
時間的な長さによってこの三つに分けました。

par 1というのは 5年とか10年く らいの単位で
見ていくものですし、 par 2というのは毎月集計
して評価する、 par 3というのは治療を行った
後、 即時にチェックするなど、 その検討の評価の
長さによって決めたと思います。par 3というの

は診療組織の基盤として必要な条件をいくつか設
定していますので、 そういう意味からは、 今まで
の2番と3番とを逆にした方がわかりやすいと思
っています。

par 3というのは、 par 3.1, par 3.2, par 
3.3それぞれがF1, F2, F3に対応していま
す。par 3. 3のF3についてのデー タは、 先ほど

紹介しましたように今日の午後発表があります。
F2, F3についてのデー タについてはデー タベ
ー スに入れることが現在できるようになりまし
た。

シム1~4までの中でシム1, 2についてはほ
とんどの先生が経験されていると思います。ここ
で示したのは、 シム3のデー タを入れるフォー ム
ですが、 セッティングについてのデー タ 、 体の条
件についてのデー タ、 そして左下の表になってい
るのは、 時間と手順の結果のデー タです。一番下
のはプロセスデー タと書いてありますが、 実習を
行っている最中に記録するデー タがあります。

6種類のデー タがここで集計されます。スキ ル
の修得のために、 そしてスキルが十分に修得され
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た か どう か を確認す る ため に こ の 6 種類のデー タ

を集め ま す 。

臨床の条件の 中で果た し て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で

獲得 し た ス キ ルが十分 に 同 じ よ う に把握さ れて い

る か を 検 証 す る た め の 段階 と い う も の も あ り ま

す 。 か っ て は こ れほ ど は っ き り し たデー タ ベース

化 は さ れて い ま せん で し た が 、 今一例を紹介 し ま

し た よ う に今 ま で par 3 と 呼ばれて き た内容につ

い て 、 か な り は っ き り と そ の デー タ ベー ス の基盤

が固 ま っ て き ま し た 。 ま たpar 3 のデー タ と し て

出 て く る も の に よ っ て組織 を どの よ う に決め た ら

よ い か と い う こ と を左右す る 、 いわ ば診療組織の

ベ ー ス と な る も の で す 。

ま た 、 導入 ま で は時間が遅 す ぎ る と い う こ と は

な い と 思い ま す し 、 ア メ リ カ で こ のpar のデー タ

を紹介 し た と き に 、 全体 と し て非常に よ く 理解 さ

れ た も の で すか ら 、 par 2 , par 3 の順序につ い

て か な り 質問を受け ま し た の で 、 い ろ い ろ 検討を

し た結果、 逆に し た方がい い だ ろ う と い う こ と に

な り ま し た。 さ ら に検討を続け ま すが、 来年の こ

の ミ ー テ ィ ン グ を 開 く と き に は 2 番 と 3 番は多分

変わ っ て い る だ ろ う と 思いま す 。

デー タ を基に し た マ ネ ー ジ メ ン ト と い う の は一

体 ど う 違 う の か 、 歯科医 と ア シス タ ン ト や受付の

方 と そ の他の コ ワ ー カ ー の方 と の関係 と い う こ と

で考え て 見た い と 思い ま す 。

一般に歯科医院の中 で は 、 ド ク タ ーがス タ ッ フ

に あ れ これ指示を与え て 日 常の管理がな さ れて い

る の で す が 、 そ う い う 形 を デー タ をベー ス に し た

マ ネ ー ジ メ ン ト で は どの よ う に違 う のか考え てみ

た い と 思 い ま す 。 た と え ば、 診療所の状況につ い

て 全 く 気 に な ら な い 先生 も お ら れ ま す し 、 埃がた

ま っ て い た ら 気 に な る 先生 と い ろ い ろ です 。 診療

所の清掃 、 整頓 を は じ め と し て 、 日 常の診療の中

で あ れを せ よ 、 こ れ をせ よ と 、 すべて逐ーそ の歯

科医が周 り の ス タ ッ フ に 命令 し て こ と が運ん で い

る 場合 に は 、 そ れが命令社会 と い い ま すか、 指令

者 タ イ プの先生 と い う こ と に な り ま すが、 時に は

非常に 密接な関係を も っ て ス タ ッ フ と 仕事を し て

い ま す の で 、 そ の注意の仕方 に よ っ て は人間関係
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が損 なわれて し ま う よ う な場合 も あ り ま す。

デー タ をベ ー ス に し た マ ネ ー ジ メ ン ト と い う の

は 、 こ う い う 指令 に よ っ て マ ネ ー ジ メ ン ト の 反

対、 両極端の も う 一つ の極 に あ る も の で す 。 引 出

し の中が非常に き れい に整 っ て い る こ と を誇 り に

思っ て お ら れ る 方は何人 く ら い お ら れ る で し ょ う

か ？ 自 分の使っ て い る 引 出 し を患者さ んが見て

も 狼狽 し な い と 思わ れ る 方 は ？ 今 2 、 3 人手が

上が り ま し た が 、 ．．． ．．．

そ の先生方が非常 に気をつ け て ス タ ッ フ に細 々

と 注意を し て 、 いつ で も だ れで も 自 由 に 引 出 し の

中 を ご覧 く だ さ い と い え る く ら い に も っ て い く の

は不可能で な い に し て も 、 な か な か い つ も 引 出 し

の中 ま で も 気 を 配 っ て い ら れ ま せん 。 そ う い っ た

細 々 と し た注意を持続 さ せ る と い う の は大変 な こ

と で す 。

こ の デー タ を基 に し た 、 環境の整理 ・ 整頓の維

持 と い う 場合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に所属 し て い る

歯科医院に対 し て誰か第三者的 な立場の人が定期

的 に見て 廻 っ て環境の整理 ・ 整頓の状態を記録 し

ま す 。 そ う す る と 、 新 し い ア シ ス タ ン ト がや っ て

き て雇用 さ れ る よ う に な っ た場合に も ど う い う 項

目 が記録さ れ 、 ど う い う 評価が与え ら れ る の か と

い う こ と がデー タ を 見 た だ け で 、 自 分 は一体 ど う

い う こ と を し な く て は な ら な いか 、 環境の整理 ・

整頓の責任範囲 と い う の も 簡単に理解で き る よ う

に な る と 思い ま す 。 こ れ も デー タ を基に し たマ ネ
ー ジ メ ン ト の ほ ん の 一例に過 ぎ ま せんが、 環境の

整備 に つ い て 定期的 に ネ ッ ト ワ ー ク の代表者 と い

い ま す か 、 そ の記録を担当 す る 人が見て廻 っ て記

録 を す れば客観的 な状況がデー タ と し て 出て き ま

す 。 新 し い ア シ ス タ ン ト が採用 さ れる よ う に な っ

た場合 も そ の記録の項 目 、 そ の評価の結果 を みれ

ば、 自 分の責任範囲が ど う い う も の か よ く わか り

ま す 。 そ う す る と 、 デ ン テ ィ ス ト と し て 、 直接 自

分が毎 日 仕事 を し て い る ア シ ス タ ン ト に小言を い

っ た り し な く て も い い で す か ら 、 人間関係を悪 く

す る よ う な条件 を 回避す る こ と がで き ま す。 何か

問題があ る 場合 に も 客観的 な デー タ を示 し て検討

で き ま す か ら 、 は っ き り と し た解決策が見つか り



ます。それぞれのデー タについてもそのデー タは

不要ではないか、 このようにすればいいのではな
いかということに絶えずネットワ ークの方に提案
を自由にだせる訳です。そうすれば、 オ ープン な
形 で 検討ができるし、 民主的に項目も決まりま
す。決してネ ットワ ークがそれぞれの診療所を評
価して、 監査するというような形ではなく、 中立
なデー タを提供する訳ですから、 いやな感じはま
っ た く ないと思います。

デー タをベー スに した スキ ル
デー タを基にしたスキ ルの習得の一例がこのシ

ム3です。いわ ゆる手取り足取り教える人インス
トラ ク ターというのはいりません。どういうデー

タを集めて記録しな く てはならないか、 またデー

タをとる方法を最初に説明を受ければ、 後は自分
でデー タに基づいてスキ ルを見直していくことが
できます。

スキ ルというのは、 まず最初はシミュレ ーショ
ンの状態から、 診療所の中で実際の患者さ んの治
療するときに身をつけたスキ ルが、 そのまま活か
さ れているかどうか、 いいかえるとシミュレ ーシ
ョ ンで身につけたものが、 診療所の中に移行さ れ
て いるかどうかを確認しなければなりません。こ
れと診療組織はどのような関係にあるでしょうか
？ 

シム 1 と2を終了されて、 それから2日間のシ

ム3を終了 さ れた若いア ソ シェ ー トの先生に今朝
お会いしてお話を伺いまし たが、 シム3を受けて
から診療所に戻 つ て治療をはじめて今までと何か
違っ たことがありますか、 と尋ねました。

体の 基準点のい く つかの動きを ビデオカメラ で
撮 っ て、 ピデオの画面を追跡していくという形の
実習を シ ム3でしますが、 頭部の動きを追跡しま
すと、 最初の実習ではあち こ ち 動 き 廻っていまし
た。肘の基準点もそうでした。もう 一度2回 目を
実習します。基準点の動 き が毎回少なくなってい
きます。発展的に正確さ は増加していきます。頭
部もほ とんど動かなくなります。全部このL AN
にデー タとして記入さ れるようになっています。

大抵の先生は、 4~ 5 回 この実習を繰り返してデ
ー タをとりますと、 劇的に 動きが安定して き ま
す。歯科衛生士のスケ ー リングのときの動きも同
じゃり方でデー タを収集することができます。

このシ ム3を終えて、 診療所に戻って患者さ ん
の治療に入ります。デー タをどのように移しかえ
るのか、 つまり習 っ たことをそのまま診療所の中
でや っ ているのかどうかを確認しなくてはなりま
せん。pdの条件というのは、 人間として自分で
この条件が一番楽で、 リ ラックスして、 ストレス
が少なくできるからこれでやりたいと自分で思っ
た条件でなくてはなりません。このように なっ て
いるからということで人か ら 強いられるものでは
決して長続きしないので、 まず自分でやりたいと
思い、 希望する条件を見つけるのがpdの第一歩
なのです。

次 に シ ミ ュレ ー シ ョ ンの実習で、 自分がこのや
り方でやりたいと思うものをそのままできるのだ
という自信をつけるのがシミュレ ーショ ン の段階
です。それが済みますと、 今度は実際の患者さ ん
の治療をするときに、 シミュレ ーショ ン でできた
条件をそのままで臨床条 件でできるかどうかを確
認することが必要です。この臨床条件で確認する
段階を C TV (Clinical Trancefered Valuation) 
といっ ています。臨床条件に移し換え、 そこで確
認するという意味ではこの三つの段階が必要で
す。
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今朝のア ソ シエー トの先生に戻りますが、 その
先生を観察して、 もう一人の先生の意見を聞きま



す と 、 ま だ や っ ば り 患者 さ ん を治療 し て い る と き

に は頭部が じ っ と 安定 し て い る訳で も な く 、 時 々

動 く と い う お話で し た 。 こ れ も そ の診療所の中 に

ピ デオ カ メ ラ を持ち込んでデー タ を と れば、 ど う

い う と こ ろ に難点が残 っ て い る か、 は っ き り と 見

つか り ま す 。

治療中 ず っ と 不動の姿勢 を続け る こ と はで き ま

せん 。 そ れは ま た不 自 然です か ら 、 時に は ラ ン ダ

ム な動 き があ る の は許容範囲 に 入 り ま す。

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の段階で こ の条件でや り た い

と い う p d の条件が見つか っ て 、 で き る だ けそれ

を そ っ く り そ の ま ま 診療所の中へ持ち込み た い 、

移 し換 え た い訳で す が 、 診療環境の規格に よ っ て

は そ れ を そ っ く り 持 ち込め な い よ う な状況 も あ り

ま す。 一つの例を挙げま す と 、 患者さ んの治療を

す る と き の床か ら 作業点の高さ が シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン の段階で 、 こ の高さ で や り た い と い う 高さ を測

っ て記録 し ま す が 、 も し 診療所の中の治療台の高

さ が コ ン ピ ュ ー タ ー に よ っ て プ ロ グ ラ ム さ れて い

て 、 そ れぞれの患者 さ ん の治療に 入 る前に ア シス

タ ン ト の方が、 そ の ス ィ ッ チ を押せば自 動的 に ド

ク タ ーの望む高さ の と こ ろ ヘベ ッ ド が く る よ う に

な っ て いれば、 より 正確に 自 分の や り た い条件で

治療が可能 に な り ま す 。

こ の よ う に 、 先生方の診療所は ど こ を見て も 他

の診療所 に 比べて環境は か な り p d の条件に な っ

て い ま す が 、 それで も ま だそれぞれの先生方を観

察す る 機会があ っ た り 、 お話を伺 っ て み ま す と 、

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 自 分が こ れでや り た い と 見つ

け た p d の条件が、 100 ％診療所の中で実行 さ れ

て い る 訳 で は な い と い う よ う に思われ ま す。 さ ら

に そ れ を 1 00 ％ 自 分が望む環境の規格の安定化を

進 め て い け ば、 患者さ ん と かその他の機能物の位

置決 め の た め の 所要時 間 を 減 ら す こ と が で き ま

す 。 そ し て安定 し た状態で診療を進め る こ と がで

き ま す 。 そ う い う 意味 で 、 シ ム の習得 と そ れか ら

診療環境の規格 と い う こ と は密接に 関係 し て い ま

す し 、 そ の両者を完全 に繋 ぐ の が こ のデー タ だ と

い え ま す 。

イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ヘ ル ス ケ ア

I H C と い う 言葉を 聞 い た こ と が あ る 先生は手

を上げて い た だ け ま す か ？ 75 ％ く ら い の先生が

も う す で に ご存 じ で す 。 イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ヘル

ス ケ ア ーの略で す 。 イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ヘルスケ

ア ーネ ッ ト ワ ー ク の略 を I H C ネ ッ ト ワ ー ク と 呼

んで い ま す 。

I H C ネ ッ ト ワ ー ク の中 で は 、 私た ち は治療 に

要 し た即時の結果が正確で満足の行 く も ので あ る

か と い う こ と だ け で な く 、 5 年、 10年、 1 5年、 20

年 と 一生涯の中で ヘルス ケ ア ーが ど う い う 影響 と

効果を及ぼ し て い る か と い う 長期的 な効果に も 興

味を持ち 、 デー タ を集 め て い こ う と し て い ま す。

患者さ ん に と っ て は、 I H C ネ ッ ト ワ ー ク に 自 分

が入 っ て い る か ど う か第一の証明 に な る の は 、 こ

の カ ー ド を使 っ て ど こ に で も い け る か ど う か と い

う こ と が一つの ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー に な り ま す 。

こ の よ う な カ ー ド は非常 に コ ス ト が安 く な っ て

き て い ま し て 、 近 い将来患者 さ ん の カ ル テ が今 ま

で紙に書かれて い た す べ て の情報 を カ ー ド の中 に

入力す る こ と が可能に な る と 思い ま す。 で す か ら

I H C の最終的 な形 と い う の は 、 今 ま で い ろ い ろ

な カ ルテ だ と か保険の カ ル テ 、 患者の情報 な どの

紙が診療所の中で沢山使われて き ま し た が、 紙 を
一切使わ な く て よ い歯科医院、 診療所 と い う のが

究極的 な あ り 方だ と 思 い ま す 。

こ の包括的 な マ ネ ー ジメ ン ト の中 で 、 保険の管

理 と い う も の も 避 け て通れ ま せん の で 、 な ん と か

繋い で い け な いか と い う こ と で現在開発が進ん で

い ま す 。

I H C の ネ ッ ト ワ ー ク の中 で扱われる 情報 と い

う の は 、 あ く ま で も 受診者の健康状態、 ま た ど う

い う 治療 が な さ れた か と い う こ と を臨床か ら で た

情報で す か ら 、 い わ ゆ る 支払の方のデー タ がわ か

る も の を恒久的 に デー タ と し て記録す る も の で は

あ り ま せん 。

現在開発が進ん で い ま す が 、 少 し 実例 を紹介 し

た い と 思い ま す 。

こ ち ら に 持 っ て き て い る キ ー ボー ド は大型です

が、 向 か っ て左の部分 は必要あ り ま せん。 右側の
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数字の部分だ け の テ ン キ ー で よ ろ し い。 治療エ リ

ア に は い ろ い ろ な材料があ り 、 狭いですか ら で き

る だ け小型の キ ー が よ い と 思い ま す。 将来は音声

入力 に な る と 思われ ま す が、 現在の と こ ろ は小型

の テ ン キ ー の ポー ド だ け で す 。

治療エ リ ア に は こ ん な大 き な キ ー ボー ド を こ の

ま ま 持ち込むわ け に は い き ま せん。 p d に よ っ て

ど う い う 条件が望 ま し い か と い う こ と が決 ま り ま

す 。 情報管理の シ ス テ ム と そ れか ら p d と が こ の

よ う な と こ ろ で接点が あ り ま す 。 今お見せす る の

は デモ ン ス ト レ ー シ ョ ン 用 の プ ロ グ ラ ム で 、 大沢

先生を始め と し て高松の皆 さ んで開発を進めて こ

ら れ ま し た も の で 、 今後 こ れをベー ス に し て実用

化す る こ と を計画 し て い ま す 。
一つ の治療の例 と し て右上第一大臼歯の根管治

療を し た と し ま す 。 根管の形成を フ ァ イ ルを使 っ

た後、 根充を し た と 想定 し て く だ さ い。 前に も や

り ま し た が 、 右上第一大臼歯の 1 本の根管の形成

と 即充 を し て テ ン ポ ラ リ ー を入れ る と い う こ と で

そ れに 関連 し た保険の 請求 に必要な情報をそれぞ

れの先生に 所要時間 を調べ ま すの で 、 今か ら ハイ

と い っ て か ら書 い て く だ さ い 。 書 き 終 え た ら手を

挙げて く だ さ い 。 ハ イ ！ も う 全員終わ り ま し た か

? 30秒で終わ っ た人が一人、 次は先生方が保険

カ ル テ の記録 を さ れ る と き の場面を想定 し て下さ

い 。 患者さ ん と の関係は ど う な っ て い る か、 治

療が終わ っ て患者 さ ん が治療エ リ アか ら 出 て い き

ま す 。 患者さ ん が立ち去 っ て い く と き に先生は何

を し て い ま すか ？ 見送 ら れ ま すか ？ 患者さ ん

が立ち 去 る と き背中 を 向 け て必死に保険の ための

記録 を さ れて い ま せん か ？ で す か ら最後に ま ぶ

た に 残 る の は背中 だ け だ っ た と い う こ と に な っ て

い ま せん か ？ よ く い ろ ん な先生方を観察 し て いて

か な り よ く あ る 場面だ と い う 気が し ま す。 記録に

時間がかか る か ら 面倒だ と い う こ と だ け で は な く

患者 さ ん か ら す る と い い感 じ は し な い ので は な い

か と 思い ま す 。

で は そ う い う こ と を す る 代わ り に ど う い う 方法

があ る か と い う こ と を 見て い た だ き ま し ょ う 。 紙

は い り ま せん 。 鉛筆 も い り ま せん 。 イ ン フ ォ マ テ
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ィ ッ ク な方法で す 。 左端 に並んで い る の は患者の

情報管理に相 当 し ま す 。 左端の部位で す 。 ma と ta

を 使 っ て数字で表 し て い ま す 。 健康志向型イ ン デ

ッ ク ス と 呼んで い ま す が 、 SI Indexを基に し た治

療内容の記録で す 。

（ こ こ よ り コ ン ピ ュ ー タ ー を使 っ て の説明の

た め省略 し ま す ）

コ ン ピ ュ ー タ ー のセ ッ テ ィ ン グ

こ の よ う な コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ムがあ り ま す

と 、 p d の条件で評価す る 場合に は 、 入力す る と

き に キ ー を打た な け ればな ら な い 回数が何回か と

い う こ と も大切です 。 で き る だ け少な い キ ーの打

ち 方 で 入 力 で き る よ う に す る こ と が要求 さ れ ま

す 。 こ れ も 手書 き の場合 と 比べ ま す と 、 手書 き

は 、 全部手を動か し て書 く わ け で す か ら 、 ず っ と

こ ち ら の方が楽 で す 。 そ れ だ け で は な く 、 キ ー を

打つ 回数 と い う こ と も 考慮 し て い ま す。

画面一杯に 情報を入力 す る の に キ ー を打つ回数

が、 最大で 10回 く ら い で 全部埋 ま る ほ どの情報が

入 る と 思い ま す 。 大 ま か な計算で すが、 手書 き で

1 分間相 当 の情報 を 1 0秒以下で対処で き る と 思わ

れ ま す 。 治療エ リ ア に コ ン ピ ュ ー タ ーが入 る 前

に は 、 ど こ に置 く の が最 も 適 し て い る か と い う こ

と も 考え な く て は な り ま せん 。 ど こ に置い た ら よ

い で し ょ う か ？ 治療エ リ ア の 中で 、 コ ン ピ ュ ー

タ ー の画面が使わ れ る の は保険の請求の た め の記

録 だ け で は な く 、 た と え ば デ ィ リ ー ト リ ー ト メ ン

ト ・ ス ケ ジ ュ ー ルを表示す る 、 ま た患者さ ん の治

療内容を 見 る 、 そ う い っ た も の と 大切な仕様があ

り ま す 。

そ れ と い ろ い ろ な ワ イ ヤ ー がつ な が っ て邪魔に

な る よ う な 電線 が は っ て い る の も よ く あ り ま せ

ん。 ビ ル ト イ ン で組み込 ん で お く べ き です。 患者

さ ん の 目 か ら機械が 目 立 た な い よ う に 、 治療エ リ

ア に 入 っ て最初 に 目 に付 く よ う で は よ く あ り ま せ

ん 。 機械が主役の場 で は な い か ら で す 。 こ れ は

p d の考慮で す 。

多 目 的 に 使 う 機械です か ら 、 場所 と し て は二つ
考え ら れ ま す 。 治療エ リ ア の ア シス タ ン ト の場所



だとしますと、 ち ょ う ど患者さんが横たわっ たベ
ッドの 脇のところで少し見下ろす、 ちょっと下を
見て画面を見るという場所で、 手の平に納まるよ
うな小さな入カ ボ ー ドで、 アシスタントが入力す
れば保険の記録も治療を進めている間に即時にで
る可能性もでてき ます。

それと治療を進めていく間にはそのままの待ち
時間というの も場合によって出てき ますから、 キ
ャ ピネ ッ トの方を見上げる形で見ることができ
る、 キ ャ ピネ ッ トの角 のところに置くというのも
もう一つの 可能です。音声入力ができて将来可能
になりましたら、 下の方がいいと思いますが、 テ
ンキーで入力する場合にはキ ャ ビネットの一部が
いいと思います。

情報管理のシ ステムといえどもpdの条件が一

番大切であって、 それを満足するような仕様にな
っていなくてはな り ません。そこで入力すれば保
険の処置 に ついては自動的にプリントアウトされ
て出てくるというような形にしたいと考えていま
す。

コ ンピューターの端末をどこに置くか、 またど
ういう入力の方式になっているかというのは、 全
部pdで比較して決めます。人体の中でも最も柔
軟性が富んだ部分というのは舌でしょうし、 その
次に柔軟性があるのは指ではないでしょうか？ 音
声入力が可能ならば指で入力するよ り も優れた方
法だと思います。音声入力がまだ実用段階になっ
ていないということで、 指での入力が第二選択肢
として考えています。

マ ーケ ッ トでは新しい物が次 々 とでてきていま
すが、 pdがはっきりわかっていれば、 何が進歩
で何が不要かということがわか り ます。どういう
ものは ゴ ミ箱に捨てたらいいかどういうものは将
来の第ー選択肢になるべきということがpdのセ
ンスが明確にわかっていれば判断できることだと
思います。

今 まで話 し てきました情報技術の台頭のよう
に、 いろいろなテクノ ロジ ーの進歩のためにそう
いった変化が歯科の診療のあ り 方にも影響を及ぼ
してきてお り ますが、 pdのセンスがハッキリと

理解されておれば、 そ ういう変化がある中で正し
いものを選択することが可能にな り ます。とくに
財政管理の中でpdはとても大切な役割を果たし
ます。
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I H C のネ ッ トワ ー クでは、 五つのマネー ジ メ
ント （1 . 治療、 2． 情報、 3． 環境、 4． 時間、 5 ． 財政
のマネ ー ジメ ント） の項目 を全部繋いだ包括的な
マネー ジメントのための情報管理システムを提供
することを 目 的としていますので、 現在のマーケ
ッ トにでている単独の機能、 現在の保険なら保険
だけというための ソフトウェアは根本的に考え方
が違います。今後私が一番大切に思っている対象
として取り組んでいきたいのは、 コ ミ ュ ニティー

ヘルスなどといいますが、 歯科の分野をヘルスケ
アのネ ッ トワ ークの中へ移し換えることです。

I H C のネ ッ トワ ー クの条件とは一人の先生に
とってそれまでよりもずっと便利で、 また個人的
にもデータに基づくヘル スケ アは有利であると思
います。そ してその歯科医は歯科医の仕事である
患者の治療に 専念することがで き ます。たとえ
ば、 保険のための記録を書くというのも、 一人当
たり2~3分かかれば、 1日15人診ているとすれ
ば、 その15倍の時間がそれに割かれているわけで
すから、 そのような本来の患者に対する注意や治
療以外の雑務をできるだけ少なくして、 楽に快適
に診療できるようにする ものであ り ます。

セ ッ テ ィングとその活動についての午後の発表
についても、 ぜひ皆さんからの忌憚のないご意見
をいただきたいと思います。

( Q ) ネ ッ トワ ー ク 化されたとき 、 情報の収集、
分析するセンターがあった方がいいと思います。
情報セ ン ターの存在とその役割に ついてお聞 き し
たいのですが。

( A )  W H 0 は世界医療および保健に関する組織
ですから、 理想的にはW H O がセンタ ーの機能を
果たせば一番いいと思います。しかし残念なが
ら、 W H O は1 15 か国ぐらいの加盟国の厚生大臣
が集まって、 全体的な政策を毎年決定していると



い う 政治色か ら 逃れ る こ と の で き な い性格を も っ

た組織で は そ う い う 中立の機能を果 た す こ と は で
き な い と 思い ま す 。

先 日 W H O の 中の情報支援 シ ス テ ム部 と い う 部

門があ り ま し て 、 その部長で あ る Dr. マ ン デル と
そ の点 に つ い て相談 し た こ と があ り ま す。

W H O は 、 非常 に沢山のデー タ を扱っ て い ま す
か ら 、 ジ ュ ネ ー プに は 巨大 な コ ン ピ ュ ー タ ーがあ

り ま す 。 ハ ー ド と し て は問題は な いのですが、 W
H O は 、 政治色があ る の で 、 なかなか望 ま し い と

思 っ て も す ぐ実行で き る も の で も な く 、 む し ろ民

間 で あ っ て公的 な機関の離れ た有志の集 ま り で あ

る ネ ッ ト ワ ー ク を ま ず確立 し て 、 それを どん どん

普及さ せ て い き 、 そ こ か ら 出 て く る提案や ス タ ン

ダー ド を公的機関 に提案 し 、 評価を仰 い だ り 承認

を受け た り す る のが一番手 っ 取 り 早い進め方だ と

い う ア ド バイ ス を い た だ き ま し た 。

ネ ッ ト ワ ー ク は 、 こ れか ら米国や ヨ ー ロ ッ パ な

ど 、 各国の興味のあ る 人 と 連絡 を と り な が ら作っ
て い く こ と に な る と 思い ま す の で 、 私 た ち独 自 で
情報 セ ン タ ー を 設 け な く て は な ら な い と 思 い ま
す 。

具体的 に は 、 ど こ に セ ン タ ー を置 く か と い う こ

と は決 め て い ま せん 。 来年早 々 に も 、 ア メ リ カ 、
ヨ ー ロ ッ パ か ら加入 を希望 さ れて い る 組織の代表

者が来 日 さ れ る こ と に な っ て い ま す。

そ れ と コ ン ピ ュ ー タ ー が ど こ に設置さ れる か と

い う こ と は機械の問題だ け で す か ら 、 別に ど こ に
あ っ て も い い の で は な いか と 思い ま す 。 た だ、 機

械の本体が ど こ に あ る か と い う こ とで は な く て 、

人間が存在す る セ ン タ ー 、 す な わ ち デー タ を評価

し た り 検討 し た り す る こ と を ど こ でや る か と い う
こ と が大切 だ と 思い ま す 。

世界の産業の 中心地 と い う こ と で 、 I H C セ ン
タ ー を 日 本に 1 か所、 ア メ リ カ に 1 か所， ヨ ー ロ
ッ パ に 1 か所を立上 り の時期 に設置す る こ と を考
え て い ま す 。

ま ず手始め に 日 本で セ ン タ ー を設置す る こ と が
第一の仕事だ と 思い ま す 。 少 な く と も シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン の ス キ ルの習得の な か で 、 シ ム 0 と い う の

は現代は歯科医 を対象 に し た シ ム 0 だけですが、

I H C セ ン タ ー がで き れば以下の各科を網羅 し た

シ ム を提供す る べ き だ と 思い ま す。 歯科の治療 と
最 も 共通項が多 い の は外科だ と 思い ま す ので、 外

科医 を対象 と し た シ ム 0 を網羅 し たい と 考え て い
ま す 。

シ ム 2 は現在 ま で歯科の分野で進めて き ま し た
が、 差 し あ た っ て は I H C セ ン タ ー で も シム 2 に

つ い て は 、 歯科 を対象 と し た も の に な る で し ょ う
が、 少な く と も シ ム 0 は さ ま ざ ま な分野の医科、

歯科全体 を網羅 し た も の を提供 し た い と 考え て い
ま す 。

情報管理 シス テ ム の開発の細部につ いて は 、 今

年の夏か ら 、 日 立、 N E C 、 富士通な どの大手の

企業の代表者を集め た委員会が連 日 開催さ れて い

ま し て 明 後 日 の火曜 日 に高松で 4 回 目 の会議が開
かれ る 予定 に な っ て い ま す 。 こ れは ｀ ソ フ ト ウ ェ

ア の開発 を企業間の協力で進めて い き た い と い う
希望の も と に設立 し た委員会なのです。

0 （ ゼ ロ ） コ ン セ プ ト の 中心に あ る の は、 私た

ち の健康が欲 し い と い う 主観的 な願いです。 健康

と は何か と い う 科学的 な定義と いう のは 、 さ ま ざ
ま な異論があ り ま し て 、 一つ の統一見解と い う の

は存在 し ま せんが、 す べ て の人 々 に と っ て健康 と
い う に は 、 一番大切で欲 し い も のだ と い う 主観的
な願いで あ る こ と に 間違 い な い こ と で すか ら 、 そ

れ を 0 の中心に設け て い ま す 。
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イ ン フ ● ー マ テ ィ ッ ク ・ ヘ ル ス ケ ア の た め の 0 概 念 に 基 づ く （ 中 核 ） シ ン タ ッ ク ス

ー 医 躙 分 野 の 改 革 の 突 磁 ロ

旧 在 の 努 力 Inf or..tlc R..Ith Caro 

8 常 II!

ロ・



コ ンピ ュ ー タ ー の ソ フ ト ウ ェ アの開発をする前

に も 0 が一番中心にありまして 、 その周りに 1 ~
9 までの数字が円周に並んでいますが、 これはち
ょうど見て いただいたデモ ンスト レ ー ションの一

番左に書い てあ っ た S Iイ ン デ ッ クスをもとにし

た 治療の 内容の記録が相当します。 1 ~ 9 までの
数字を 0 の概念をもとにして 、 所定の意味づけを

与 え て配列した一つの分類に基づいた表示方法と
な っ て います。 またその数字との関連でグラ フ ィ

ックスなどの直接の表示もできます。 先のデモ ン
スト レ ー ション で数字で記録された治療内容を保

険の請求のために必要ないろいろな項目に繋げた

よ うに、 ちょうどこの花びらの外側の日本語、 そ

れぞれの言語あるいは保険のための用語、 コ ンピ
ュ ー ター コ ー ド などに転換すること も 可能です
が 、 世界的なI H C のネ ッ トワ ークにおいては、

0 の概念に基づい た数字の部分、 シンタ ッ クスの

使用を最大限に広げたいと思います。
現在の いろいろな コ ー ド や保険の請求などのよ

うに、 医療の中で使われて いる用語体系というの

は、 疾病志向にな っ て い ます。 病名が一番中心に
あ っ て 、 疾病のための分類であり、 そういうコ ー

ド ですが、 だれ も病気の欲しい人はいません。 私

たちはこのシ ン タ ックスというのは、 皆が欲しい

と思 っ て いる皆の願いである健康を真中に据えた

システム ですから、 それが一番大きな違いだとい

えると思 います。
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0 は、 文脈によって人体全体を表したり、 施設

の環境全体を表したりする場合もありますし、 我
々 が欲しいという健康を意味する場合もあります
が、 一番大切なことは、 私たちが人間として 主観

的に望むことと、 ロ ジ ックとをどのように繋げて

いくかということで 、 その接点となっ て いるのは

0 だと思います。

たとえ ば英語でヘルスといった場合に、 日 本語
は文脈にお い て保健と訳したり、 健康と訳したり

します。 ですからそれぞれの言語でヘルス と か保
健とかの言葉がありますが、 ニュ アンスがぴ っ た
り一致しているわ け ではないのです。

ですから語義を定義しようとするのは、 統一見
解としてははっきり出てこないと思われます。 私

たちの体と精神と両方について 、 私たち が欲しい

と思う も のという主観的な定義で十分だと思いま

す。
い ま 話して いるよ う なことは、 西暦2000年にな

っ たらという ことではなく、 も っと近い将来に実

現するであろうことなのです。

概略を説明したシンタ ッ クスをもとに、 仮に1

分治療であっても私たち が毎 日 治療する内容のす
べてがI H C ネッ ト ワ ークの患者さんの持つカー

ド のなかに入り、 世界のネ ッ ト ワ ークに入ってい
る人たちと共有される ようになります。

本日はご清聴ありがとう ございました。


